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るコメント・見解が米 Dr. Blanpied、独 Dr. Kuhlmann の両専門家より述べられた。
続いて同日午後には 2 つの個別セッションが同時並行で開かれ、セッション1「イ





































































BC 日本のご厚意で私が参加できた第2回セミナー (第 1 回は昨年






















7 月 29、30 日に北京の中国科技会堂において、「公衆の科学リテラシー建設 - 理論と実践」をテーマに開催さ
れた国際フォーラム「国民科学素質建設国際フォーラム」に基調講演者として招待され、「Science Literacy in Japan
(日本人の科学リテラシー)」と題した講演を行った。日本からの出席者は、日本科学未来館館長の毛利衛氏、科学
技術振興機構 (JST) 理解増進部企画課長の前田義幸氏、南山大学教授小林傳司氏、京都大学教育学部教授田














構) ディスカヴァリーセンター、オーストラリア国立大学 (ANU) 科学意識


















- カナダ・マクマスター大学の事例 -  
科学技術動向研究センター上席研究官 浦島 邦子
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・10/13 Dr. Antti Hautamaki: フィンランド研究開発基金 (Sitra) Executive Director  (写
真)
Dr.Jukka Viitanen: 在日フィンランド大使館 (フィンランド技術庁) 技術参事官
Mr.Teppo Turkki: 早稲田大学客員研究員
・10/19 Dr. Yuri Denisov: ロシア科学アカデミー
・10/20 Prof. Nico de Rooij: スイス・ニューシャテル大学教授
Dr. Harry Heinzelmann: スイスCSEM社副社長
・10/27 Prof. Franz Lehner: ドイツ労働技術研究所長
弘岡 正明: 流通科学大学副学長
○ 講演会・セミナー
・10/27 植田 一博: 東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻助教授
佐々木豊文: NBS日本速読教育連盟理事長
「読書の熟達化プロセスの認知脳科学的な分析: 速読を例にして」
○ 第 13 回地域クラスターセミナー
・10/20 Prof. Nico de Rooij: スイス・ニューシャテル大学教授
Dr. Harry Heinzelmann: スイス CSEM 社副社長
「ニューシャテル (スイス) -時計産業集積からMEMSクラスターへ-」
○ 新着研究報告・資料
・「科学技術動向 2004 年 10月号」(10 月 28 日発行) 
特別記事 2004 年ノーベル賞自然科学3部門の受賞者決まる
 特集 1 個人に着目した健康増進活動を支援する情報システム
 客員研究官 刀川 眞
 特集 2 オゾン層の現状とオゾン層研究
 客員研究官 中根 英昭
 特集 3 宇宙環境観測・変動監視の研究動向
 総括ユニット 辻野 照久
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